
決算質疑通告書（1/2） 

認定第 1号 令和 2年度館山市一般会計歳入歳出決算の認定について 

１ 6款農林水産業費 1項農業費 1目農業委員会費 決算書 155P 報告書 56P 「農地利用最適化推進事業」  

活動時間が前年度 710 時間に対して 418 時間と減少しているのに、報酬が増えている理由を問う。 

 

２ 6款農林水産業費 1項農業費 3目農業振興費 決算書 157P 報告書 58P 「有害鳥獣対策事業」 

  有害鳥獣被害防止対策事業補助金の③捕獲活動支援補助 15,286 千円（定額）の内容を問う。 

 

３ 6款農林水産業費 1項農業費 5目農地費 決算書 163P 報告書 65P 「農地等保全管理支援事業」 

  多目的機能支払交付金の対象地区は前年度 15地区に対して 16地区に増えているが、増えた理由と対象地区

の選定方法を問う。 

 

４ 7款商工費 1項商工費 2目商工業振興費 決算書 167P 報告書 68P 「企業誘致推進事業」 

  予算額 4,917 千円に対して決算額が 3,470 円と約 150万円も少ない理由を問う。 

 

５ 7 款商工費 1 項商工費 2 目商工業振興費 決算書 171P 報告書 69P 「キャッシュレス決済ポイント還元事

業」及び「プレミアム商品券事業」 

  これらの事業で、どれくらいの新規需要を作り出したのかを問う 

 

６ 7款商工費 1項商工費 3目観光費 決算書 173P 報告書 71P 「渚の駅館山施設管理事業」 

  前年度の決算額 42,093 千円に対して、決算額が 34,186 千円と少なくなった理由を問う。 

 

７ 8款土木費 2項道路橋梁費 3目道路新設改良費 決算書 181P 報告書 74P 「道路新設改良事業」 

  令和 3年度への繰り越しが 118,433千円ある。前年度も繰り越しが約 8,500万円あったが、事業の遅れる理由と

その対応を問う。 

 

８ 8款土木費 2項都市計画費 3目街路事業費 決算書 189P 報告書 78P 「船形館山線道路整備事業」 

  令和 2年度末時点での用地取得率は 72.8％となっているが、今後の見通し及び目途を問う。 

上記のとおり報告します。 

   令和３年９月１３日 

館山市議会議員 榎 本 祐 三 

館山市議会議長 石 井 敬 之 様 

 

令和３年９月１３日 午前・午後       時     分受付 
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９ 10款教育費 1項教育総務費 2目事務局費 決算書 199P 報告書 81P 「特別支援教育体制推進事業」  

学習支援員が 29名から 36名に増員されたが、その成果をどのように評価しているか。また、当該職員が非常 

勤職員から会計年度任用職員となったことによる影響を問う。 

 

10 10款教育費 1項教育総務費 2目事務局費 決算書 201P 報告書 82P 「いじめ相談室設置事業」 

年間の相談件数はどれくらいあったのか。また、相談に対して教育委員会や学校への報告はどのようになって 

いるのかを問う 

 

11 10款教育費 2項小学校費 2目教育振興費 決算書 205P 報告書 85P 「GIGA スクール整備事業」 

 国が推進する当該事業について、約 4億円を超えるタブレット型パソコン等は購入したが、今後の運用面で 

は課題がないのかを問う。また、あるとしたらどのような対応をするのか。 

 

12 10款教育費 2項小学校費 2目学校建設費 決算書 206P 報告書 86P 「学校施設環境改善事業」 

予算額 241,691 千円に対して決算額が 1/4以下の 52,195 千円で、令和 3年度への繰り越し分が 186,971 千 

円もある理由を問う。 

 

認定第 5号 令和 2年度館山市下水道事業会計決算の認定について 

議案第 51号「令和２年度館山市下水道事業会計剰余金の処分について」  決算書 351P 

1 この剰余金の発生経緯を問う。 

2 未処分利益剰余金を資本金に組み入れることについては異論はないが、139,384,324円のうち 93,138,375円を 

組み入れる根拠を問う。 

3 下水道事業は当初の計画から規模も縮小されているが、今後とも剰余金の発生は考えられるのかを問う。 

 

上記のとおり報告します。 

   令和３年９月１３日 

館山市議会議員 榎 本 祐 三 

館山市議会議長 石 井 敬 之 様 

 

令和３年９月１３日 午前・午後       時     分受付 

 

 


